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令和 2 年度海洋水産資源開発事業報告書：底びき網(かけまわし)日本海北部海域.

 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,令和 4 年 3 月. 

13312 

令和 2 年度海洋水産資源開発事業報告書 スジアラ養殖の企業化に向けた技術開発.国

立研究開発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,令和 4年 3月.13313 

令和 2 年度海洋水産資源開発事業報告書 ブリ優良人口種苗周年供給システムの構築.
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